
岡山プログラム小委員会報告
（188cm共同利用）

植村誠（広島大学）

2017年岡山ユーザーズミーティング

2017年9月4－5日＠国立天文台三鷹

＊188cm共同利用に関する小委員会の仕事は昨年
度で終了したため、昨年度までの委員長だった
私が現委員会の代理で報告します。



昨年度までの小委員会 委員

植村誠（広島大、委員長）、竹田洋一（ＮＡＯＪ）、松尾太郎（大阪
大）、佐藤文衛（東工大）、松永典之（東京大）、浮田信治（ＮＡＯＪ、
幹事）

長田哲也、野上大作（京都大）

観測所からの ex officio:
泉浦秀行（所長）、神戸栄治（ＨＩＤＥＳ担当）、
柳澤顕史（ＩＳＬＥ担当）＊KOOLS は2017年3月で188cmでの運用停止

2015B, 2016A, B, 2017A
植村、竹田、松尾、佐藤、松永、浮田

2013B, 2014A, B, 2015A
竹田、伊藤、関口、深川、植村、松尾、浮田

2017B, 2018A, B, 2019A
佐藤、松永、＋α？

従来の任期 （2年毎に半分交代）

昨年報告分
京大3.8m共同利用開始
188ｃｍ共同利用停止本日報告分



2017A プログラム小委員会

• 2016年11月18日（金） 10:00-16:15＠OAO会議室

• 出席者
• 委員：植村、浮田、佐藤、松永、松尾（ＴＶ会議）、竹田
（ＴＶ会議）

• Ex officio：泉浦、柳澤、神戸

• 議事の内容
• 観測所報告

• プロジェクト・一般課題審査

• 採択夜数に幅を持たせることについて
• 装置交換の頻度を下げるため、採択夜数に最大値と最小値を定めるよう
観測所から提案があり、承認。

• 17Bの変則的なスケジュールについて
• 2017年度のプロ小の仕事を3.8m共同利用に集中させるため、188cm 共同
利用 17Bは2016年度中に審査を終えることが提案され、承認。

• 188cm共同利用終了後の有志による運用について（佐藤）



2017A 応募状況と採択結果

• 申請件数と要求夜数

• プロジェクト1件（16Bから継続） 要求夜数25（今季）

• 一般15件（内、ToO 1件、隙間1件、新規7件、継続8件） 要求夜数 146.5

• 共同利用に使える夜数：119.2夜
• 所内時間：29.8夜

• 倍率（夜数ベース）：1.4倍（一般のみで1.6倍）

• 割り当て結果

• プロジェクト1件 25夜

• 一般15件採択 （不採択なし）

• 課題内訳：恒星4、系外惑星10、系外銀河2



2017B プログラム小委員会

• 2017年3月23日（木） 10:00-15:50＠OAO会議室

• 出席者
• 委員：植村、浮田、佐藤（ＴＶ会議）、松尾（ＴＶ会
議）、松永（ＴＶ会議）、竹田（ＴＶ会議）

• Ex officio：泉浦、柳澤、神戸

• 議事の内容
• 観測所報告

• 一般課題審査
• ISLEによる観測研究が最後になる可能性が高く、これまでのISLEを
使って継続してきた課題の完結性が重視された

• 国立天文台光赤外専門委員会から依頼のあった「京都大学
岡山 3.8m 新技術光学赤外線望遠鏡計画における共同利用の
運用方針・計画について」の答申について

• 188cm共同利用終了後の有志による運用について（佐藤）



2017B 応募状況と採択結果

• 申請件数と要求夜数

• プロジェクト1件（16Bから継続） 要求夜数 25（今季）

• 一般15件（内、新規5件、継続10件） 要求夜数 146

• 共同利用に使える夜数：110夜
• 所内時間：28夜

• 倍率（夜数ベース）：1.6倍（一般のみで1.7倍）

• 割り当て結果

• プロジェクト1件 25夜

• 一般13件採択

• 採択課題内訳：恒星4、系外惑星6、系外銀河2、その他1

• 不採択課題内訳：恒星2



188cm望遠鏡の共同利用に尽くされてきた
観測所の皆さま、ユーザーの皆さまに
心から敬意を表するとともに、深く感謝申し上げます。


